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業績予想の修正および特別損失の発生に関するお知らせ 

  
最近の業績の動向等を踏まえ、平成 21 年 5 月 12 日の決算発表時に公表した平成 22 年 3 月期（平成

21 年 4 月 1日～平成 22 年 3月 31 日）の業績予想を下記のとおり修正したのでお知らせいたします。 

  
 
                      記 
 

１．平成22年3月期連結業績予想数値の修正(平成21年4月1日～平成22年3月31日) 

 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1株当たり 
当期純利益 

前回予想（Ａ） 

百万円 

３２,７３０ 

百万円 

４６５ 

百万円 

４９０ 

百万円 

２５０ 

円 銭 

15.73 

今回修正（Ｂ） ３１,１９０     ６０   １００   △３９５ △24.86 

増減額（Ｂ－Ａ） △１,５４０ △４０５  △３９０    △６４５    

増 減 率（％） △４．７％ △８７．１％ △７９．６％   ―    

（ご参考）前期実績 
（平成21年3月期） 

３１,４００ △１７８   △１４５   △２５３ △15.94 

                                                                                        

   

２．平成22年3月期個別業績予想数値の修正(平成21年4月1日～平成22年3月31日) 

 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1株当たり 
当期純利益 

前回予想（Ａ） 

百万円 

３１,５００ 

百万円 

４００ 

百万円 

４１５ 

百万円 

２１０ 

円  銭 

13.21 

今回修正（Ｂ） ３０,０５０      １６０   １９０  △３５５ △22.34 

増減額（Ｂ－Ａ） △１,４５０ △２４０ △２２５ △５６５    

増 減 率 △４．６％ △６０．０％ △５４．２％   ―    

（ご参考）前期実績 
（平成21年3月期） 

２９,６４６      △３４ △１８    △１１４ △7.19 

 

 

 

 

 

 



３．修正の理由 

   （個別） 

      当第３四半期連結累計期間における業績を踏まえ、第４四半期においては、引き続き営業

活動の強化や外注費の適正化を推進する一方、更なる固定費の削減、これまでの繰り延べ工

事を含めた年度内竣工の促進などに取り組み、利益の確保に努めてまいりました。 

      しかし、景気回復の遅れに伴う情報通信をめぐる投資抑制が想定以上に厳しかったことな

どにより、売上高が当初予想を下回る見込みとなり、収益面においても施策効果の遅れなど

により営業利益、経常利益および当期純利益が当初予想を下回る見通しであります。 

（連結） 
個別業績と同様の理由により、営業利益、経常利益および当期純利益をさらに押下げるこ

ととなり、当初予想を下回る見通しであります。 
 

４．特別損失の計上 

   個別業績については、本日「希望退職者募集の結果に関するお知らせ」で公表した希望退

職者募集に伴い発生する特別加算金等（３１５百万円）および退職給付会計制度における大

量退職に対応する一時償却費用（４４６百万円）の合計が７６１百万円となり特別損失が発

生する見込みであることから、当期純利益は当初予想を下回る見通しであります。 

 
  （注）上記の業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づいて判断したものであり、予想には様々

な要因によって予想値と異なる結果となる可能性があることをご承知おき下さい。 

 

                                     以  上 


